【様式４】
病院等の開設等の目的
	（１）地域における医療需要の現状及び将来見込みに対する自院の考え


	（２）地域医療連携の取組に対する自院の考え及び対応


	（３）（既存医療機関の場合）地域医療における現在の自院の役割についての考え


	（４）今年度、病床配分を希望する理由（病床整備の必要性）


	（５）病床配分を受けたことによる地域医療に対する貢献についての考え






（様式４）記載要領
（1） 地域における医療需要の現状及び将来見込みに対する自院の考え
・地域とは病院の診療圏を想定し、必ずしも行政区等定められた区域を指すものではない。
・自院の患者想定ではなく、当該地域全体の医療需要と医療供給体制とのギャップ（他の医療機関での代替可能性含む。）について、自院としての考え方を記載すること。

（2） 地域医療連携の取組に対する自院の考え及び対応
・地域全体で限られた医療資源を最大限有効に活用するため、医療機関の役割分担が重要視されている。
・こうした点を踏まえて、高度医療機関や地域の診療所等との関係性について、現在及び将来それぞれについて、自院の考え方をできるだけ具体的に記載すること。
・地域医療連携の取組に対する考え方を踏まえて、現在及び将来それぞれについて、どのように取り組んでいるのか、今後どのように取り組むのか記載すること。

（3） （既存医療機関の場合）地域医療における現在の自院の役割についての考え
・医療機関の機能面を中心に、地域医療全体の中で、現在どのような役割を担っていると考えているか記載すること。

（4） 今年度、病床配分を希望する理由（病床整備の必要性）
・上記（１）から（３）や自院における病床整備の必要性を踏まえ、今年度、病床配分を希望する理由について記載すること。
・増床が必要となっている背景となっている患者像や相談件数等、今回増床を希望する医療機能のひっ迫状況等を記載すること。

（5） 病床配分を受けたことによる地域医療に対する貢献についての考え
[bookmark: _GoBack]・上記（１）から（４）を踏まえて、病床配分を受けたことにより、地域医療の充実にどのように貢献するか自院の考えを記載すること。
